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研究成果の概要（和文）：結果を参照すると、日本の大学における工業デザイン教育内でのエコデザイン戦略の
取り組みは、英国の大学のそれと比べてかなり低いレベルであることが分かっている。持続可能性のモジュール
を備えた工業デザイン課程を開設している日本の大学8校は、アート／工芸／デザインのアプローチを備えた選
択式モジュールとして見なされており、主に私立及び県立大学に存在する。環境教育と環境学習のレベルはそれ
ほど高い水準が示されなかった。

研究成果の概要（英文）：According to the results, the integrating of ecodesign strategy into the 
industrial design education in Japanese universities is relatively low in relation to British 
universities. The eight Japanese universities that offer industrial design courses with 
sustainability modules are characterized as optional modules with art/craft/design approaches, with 
the majority existing in private and prefectural universities. The environmental education and 
learning for students did not show a significant level, meaning that students lacked basic 
environmental information in order to develop a more environmentally sound product and services for 
a more sustainable lifestyles.
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１．研究開始当初の背景	
 

(1)	
 本研究の最初のテーマでは DES の理論的

研究を紹介し、環境意識に対する学部生の知

識、態度および視点を分析していく。このテ

ーマを選んだ根拠として、DES についての具

体的な関連文献が不足しており、このことは、

エコデザイン・国際シンポジウムで 1999 年

から 2013 年の間に発表された論文と、日本

デザイン学会で 1997 年から 2011 年の間に発

表された論文の中で確認されているからだ。

DES に関する具体的な研究は学術分野におい

て実施されておらず、発表された論文の大半

は、プロダクトの環境技術と影響評価に焦点

が当てられているため、インダストリアルデ

ザインの視点というよりはエンジニアリン

グデザインについて書かれていると言える。	
 

	
 

(2)	
 本研究の第2のテーマでは、教育学的な経

験に触れる。つまり、エコプロダクトの開発

に対する学部生の活動と態度を分析していく。

持続可能な消費、製品、社会、技術的アプロ

ーチといった持続可能性のための教育（EfS）

のアプローチと手段にういても研究がなされ

た。ここでは、持続可能性に関するデザイン

教育の学部課程および大学院課程への導入方

法について議論を刺激してくれればという願

いを込めつつ、実験的で実践的なケーススタ

ディを紹介している。また、学術研究者や指

導教員が、持続可能性の取り組みに関する教

育学的なデザイン教育について、さらなる研

究を遂行する動機付けになればと期待してい

る。	
 

	
 
(3)	
 本研究の第 3 のテーマでは、エコデザイ
ンと持続可能性のアプローチに取り組む日
本と英国のプロダクトデザイン課程の概要
と比較を示していく。ここでは、DES に関連
した数々の疑問について議論する。日本の大
学における、持続可能性に向けたインダスト
リアルデザインの教育に関する文献を参照
してみると、日本のインダストリアルデザイ
ンの教育で、エコデザインや持続可能性の考
察の導入に関連した研究が行われたことを
示すものは何もない。また、特に学部生およ
び大学院生の教育的文脈において、エコデザ
インや持続可能なデザインの問題に教育が
どのように取り組んで行くべきかという記
述なども存在しない。比較対象として英国大
学を選んだ根拠は、デザイン教育における持
続可能性に関する過去の研究に基づいてい
る。つまり、プロダクトデザイン開発の長い
歴史を通して、また持続可能性の考察をプロ
ダクトデザインのカリキュラムへ導入した
先駆者として、国際的に認知を集めてきてい
るからだ。	
 
	
 
２．研究の目的	
 

(1)	
 本研究の最初のテーマでは、次に挙げる

5 つの疑問点（学生の態度、知識、視点に関

する）を確認した。1.環境調査に対する学生

の態度をどのようにして特徴付けることが

できるか？	
 2.環境面に配慮する学生の態度

をどのようにして特徴付けることができる

か？	
 3.	
 急進的で環境に配慮したマーケテ

ィング要素を備えた新製品に対する学生の

意見をどのようにして特徴付けることがで

きるか？	
 4.	
 持続可能な開発に関する学生

の知識をどのようにして特徴付けることが

できるか？	
 5.	
 現在の環境教育と環境学習

を学生の視点からどのようにして特徴付け

ることができるか？	
 

	
 

(2)	
 本研究の第 2 のテーマでは、次の 3つの

疑問に取り組んでいく。1.	
 販売されている

エコプロダクトに対する学生の活動、態度、

意思をどのようにして特徴付けることがで

きるか？	
 2.	
 新しいエコプロダクトの開発

時に、学生チームの活動、態度、意思をどの

ようにして特徴付けることができるか？	
 3.	
 

エコプロダクトの開発に際して、学生チーム

はどのような障害に直面するか？	
 

	
 
(3)	
 本研究の第 3 のテーマでは、次の 2つの
疑問（環境面を配慮したプロダクトデザイン
課程を設置している大学が行うカリキュラ
ムと特性に関する）を明らかにしていく。1.	
 
日本と英国の大学は、エコデザインと持続可
能性を導入したプロダクトデザインコース
を設置しているインダストリアルデザイン
の学部課程を、どのようにして特徴付けるこ
とができるか？	
 2.	
 日本と英国の大学は、エ
コデザインと持続可能性を導入したプロダ
クトデザインコースを設置しているインダ
ストリアルデザインの大学院課程を、どのよ
うにして特徴付けることができるか？	
 
	
 
３．研究の方法	
 

(1)	
 本研究の最初のテーマでは、まず、持続

可能な開発と持続可能なデザインの教育に

おける重要な側面を検証する。この内容に基

づき、学生の個人的および消費者としての態

度を検証するため、環境への配慮に関する調

査計画を立てる。例えば、環境問題、持続可

能な開発、知識および ISO	
 14001 など、環境

に配慮した製品開発に関する特定のテーマ

についても学生と議論した。この調査は、千

葉大学工学部のインダストリアルデザイン

課の学部生を対象に行われた。学生のデモグ

ラフィックの概要が表１に示されている。合

計 620 名の学部生がアンケートに回答し、う

ち男子（66.8%）が過半数を占めた。年齢層

は、19歳（42.1%）、20歳（20.6%）、18歳（17.6%）、

そして 21 歳（7.7%）で分布していた。アン

ケートは、2014 年 9 月から 2015 年 5 月の期

間で実施された。	
 



	
 

(2)	
 本研究の第 2 のテーマでは、経験の変化

を通して知識を形成する知識学習プロセス

である、「実験的学習理論（ELT）」のメソッ

ドを使用した。千葉大学工業デザイン課の最

終学年の大学院生に対して、このデザインプ

ロジェクトへの参加を依頼した。「総合プロ

ジェクト」という授業の中で学生は活動し、

8 ヶ月間、合計 150 時間に渡って行われた。

このプロジェクトに参加した 4人の学生は全

て女子で、年齢はともに 21 歳であった。学

生はそれぞれ異なるデザイン研究室に所属

した（材料計画、デザイン心理学、デザイン

マネージメント、人間情報化学）。うち 3 人

の学生は、エコデザインや持続可能なデザイ

ン活動の経験は一切なく、また過去 3 年間、

エコデザインや持続可能なデザインに関す

る講義も受けていない。残る 1人の学生だけ

が、短期間の経験だが、エコデザインのワー

クショップに 2 週間参加したことがあった。

この教育学的なデザインプロジェクトは、卒

業研究条件に相当する教授陣によって監修

され、「エコデザイン」という共通のテーマ

に焦点が当てられた。このテーマが選ばれた

理由は、「エコデザイン」が一般的にもまた

学生にも認知された用語でありながら、過去

のデザインカリキュラムでは使われておら

ず、つまり学生たちはまだ学習の機会を得て

いないことを意味しているからだ。	
 

	
 
(3)	
 本研究の第 3 のテーマでは、まず、日本
の大学の研究からデータが収集され、英国の
大学と比較がなされた。工業デザインの学部
や学科の案内書やプローシャーから、工業デ
ザイン課程を設置している日本の大学 118 校
と英国の大学 89 校が識別された。第 2 段階
において、プロダクトデザインで専門コース
を提供する大学が識別された。第 3段階にお
いて、選択された大学のさらに細部が研究さ
れた。例を挙げれば、持続可能性、エコデザ
イン、環境意識を備えた製品内容に対して、
論理的および実践的アプローチを行うカリ
キュラムやモジュールの識別などだ。「持続
可能なデザイン」に焦点を当てたコースの検
索を助けるため、次の用語が使用された：「グ
リーンデザイン」、「環境に配慮したデザイ
ン」、「エコデザイン」、「持続可能なデザイン」。
各大学で、管理者、モジュールリーダー、工
業デザインカリキュラムの専任講師らの話
し合いも持たれた。	
 
	
 
４．研究成果	
 

(1)	
 本研究の最初のテーマでは、持続可能な

デザイン教育は、デザインの領域のみならず

持続可能性に貢献するデザイン研究の領域

内において、持続可能性をどのように実現す

るかを指導および学習することだと説明す

ることができるだろう。この原則に基づき、

学生の視点および環境意識への興味を調べ

るため、調査を実施した。調査結果によると、

社会文化的原則に対する学生の強い配慮が、

現在の環境問題を解決するために最も重要

な要素だということがわかる。消費者が商品

を購入する際に環境面を考慮するように、一

消費者としての学生の中にも環境保護への

意識がはっきりと現れている。環境的に健全

だと認識されている商品（エコレーベルなど

がついた商品）を購入したり、リサイクル（中

古製品を再利用する）を行ったりすることで、

消費者は上記の事を実行に移している。もし

企業が急進的で環境に配慮したマーケティ

ング要素を備えた新製品を発表していくな

らば、それに伴って消費者のライフスタイル

も変化していけるだろうと、調査を受けた学

生の約半数が回答した。学生の大半が、持続

可能な開発コンセプトに対して認識を示し

ていた一方で、環境に関する教育や学生の学

習レベルはそれほど高い水準を見せなかっ

た。つまり学生は、環境的により健全な商品

や、より持続可能なライフスタイルを実現す

るためのサービス開発に必要な、基本的環境

情報に欠けていることを意味している。例え

ば表 1では、620 人中 491 人の学生（79,2%）

が、過去 2 年間に環境的側面に関する教育や

学習を受けていない。地域企業が推進するワ

ークショップやコミュニティーが開催する

セミナーなど、環境的側面に関する教育や学

習プログラムに参加したことがあるのは、

491 人中、129 人（20,8%）だけだった。表 2

を見ると、環境教育を受けていないこれらの

学生（79,2%）は、環境に配慮した商品（20,7%）

や、リサイクルや生物分解（17,3%）、エネル

ギー使用に配慮した製品デザイン（16,6%）、

グリーンマーケティング・コンシューマリズ

ム（11,9%）などを学習することに興味を示

していることが理解できる。	
 

	
 

	
 
表 1 ： The	
 Most	
 Important	
 Topics	
 from	
 

Students	
 that	
 Received	
 Education	
 on	
 

Environmental	
 Aspects	
 	
 



	
 
表 2 ： The	
 Most	
 Important	
 Topics	
 from	
 

Students	
 Would	
 Like	
 to	
 Receive	
 Education	
 

on	
 Environmental	
 Aspects	
 

	
 

	
 (2)	
 本研究の第 2 のテーマでは、この研究

中、ユーザーの行動が持続可能な方向へとシ

フトしていくために、環境的認識の観点から

エコプロダクトを評すべきという証拠は少

ししかなかったと、学生チームは指摘してい

る。彼らが実験的に提案したデザインは短期

戦略として認識され、また持続可能性に対す

る彼らのデザインの活動、態度、意思は、積

極的なものとして見なされた。学生チームは、

彼らの目標や必要とされる時間および情報

を元に可能性や限界（表 3）を分析しながら、

5 つの手段を調査した。学生は、サービス単

位の材料のインプットや累積エネルギー需

要のような手段は価値があるものの、実習の

目的に直接応用するのは難しいと感じてい

る。これらの領域で入手可能な情報は複雑で

あり、データの定量化によって特徴付けられ

ると感じている。また学生チームは、提案し

たデザインの定量的で技術的な側面を実行

に移すことに非常に苦労していた。そして彼

らは、これらの手段が価値あるものだとして

も、新しいコンセプトに刺激を与えられる過

去のデザインイメージなど、よりビジュアル

化されたディテールを備えたものであるべ

きだと主張している。これらの事実を踏まえ

ると、学生チームは持続可能な原則と非常に

深い関係があると彼らが主張するところの、

「エコ戦略ホイール」という手段の詳細を調

べたいと考え、また、直接的また積極的に環

境問題に対峙するユーザーの態度に影響を

及ぼしつつ、製品の使用段階に自分たちが介

入できるとも感じていた。学生チームによる

デザイン提案 4点を展示したことで、それぞ

れの内容を再検討し、製造、流通、リサイク

ル戦略などの開発段階では調べなかった別

の側面を理解することができた。	
 

	
 
表 3：Supporting	
 Tools	
 for	
 Sustainable	
 

Product	
 Development	
 

	
 

(3)	
 本研究の第 3 のテーマでは、エコデザイ

ンと持続可能性を導入したプロダクトデザ

インコースを設置している、インダストリア

ルデザインの学部課程がある日本と英国の

大学については、次の結果に沿って特徴付け

ることができる。日本の大学の学部および大

学院レベルで正式に導入されてきたエコデ

ザインと持続可能なモジュールの数は、英国

の大学と比較してかなり少ない（表 4）。エコ

デザインと持続可能なモジュールがある工

業デザインコースを提供している日本の大

学 8校は、アート／工芸／デザインのアプロ

ーチを備えた選択式モジュールとして見な

されており、大多数が私立および県立大学に

存在している。国立大学において、大学院レ

ベルのエコデザイン・モジュールを導入して

いたのは 1校だけであった。それとは対照的

に英国の大学では、持続可能なモジュールの

大多数が必修であり、長期的なカリキュラム

として見なされていた。学部および大学院レ

ベルで持続可能なデザインの専門家を提供	
 

している大学は 5校あった。この結果は、持

続可能な社会の目標を達成するためにあら

ゆるレベルで環境教育を統一していく重要

性を強く主張し働きかけてきた、日本の環境

省のイニシアチブと矛盾している。日本の大

学における、持続可能性に焦点を当てた学術

的なデザインのカリキュラム不足は、このよ

うな活動がこの文脈において比較的新しい

学術的領域であり、また工業デザインの視点

を持った持続可能性の専門家の数も限られ

ていると示唆していると言うことができる

だろう。この事実は過去の研究とも関連して

おり、このことは、持続可能性の問題につい

て学び理解している教授陣の不足が、デザイ

ン教育カリキュラムにおける持続可能な開

発モジュールを公式に統一する際の大きな

障害になっていることを示唆している。	
 



表 4：Comparison	
 of	
 Japanese	
 and	
 United	
 

Kingdom	
 Universities	
 Integrating	
 

Sustainable	
 Considerations	
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